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東
京
の
図
書
館
や
書
店
で
「
ア
ン

ネ
の
日
記
」
等
の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
関

連
本
が
相
次
い
で
破
ら
れ
る
と
い

う
事
件
が
発
生
し
、
容
疑
者
が
逮
捕

さ
れ
た
。
福
山
に
は
「
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
記
念
館
」
も
あ
り
、
胸
を
痛
め
た

人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

し
て
こ
の
事
件
を
機
会
と
し
て
改

め
て
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
の
歴
史
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

皆
さ
ん
は
、
歩
兵
第
四
一
連
隊
の

第
一
七
代
連
隊
長
・
樋
口
季
一
郎

と
ユ
ダ
ヤ
人
の
関
わ
り
を
ご
存
知

だ
ろ
う
か
。
樋
口
は
福
山
の
連
隊
長

を
務
め
た
後
、
昭
和
一
三
年
三
月
に

満
州
国
ハ
ル
ピ
ン
の
特
務
機
関
長

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
多
く
の
ユ
ダ
ヤ

人
が
ナ
チ
ス
の
迫
害
か
ら
逃
れ
る

た
め
、
ソ
連
〜
満
州
国
の
国
境
ま
で

避
難
し
て
い
る
事
を
知
ら
さ
れ
た
。

樋
口
は
凍
死
者
が
で
る
惨
状
を
見

か
ね
、
独
断
で
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て

給
食
と
衣
類
・
燃
料
を
配
給
し
、
要

救
護
者
へ
の
加
療
を
実
施
し
た
。
さ

ら
に
出
国
の
斡
旋
、
満
州
国
内
へ
の

入
植
の
斡
旋
、
上
海
租
界
へ
の

移
動
の
斡
旋
等
を
行
っ
た
そ
う

だ
。こ
れ
は
杉
原
千
畝
が「
命
の

ビ
ザ
」
を
発
給
す
る
二
年
前
の

義
挙
で
あ
り
、
一
説
に
は
二
万

人
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
命
が
救
わ
れ

た
と
い
う
。

敗
戦
後
の
二
〇
年
八
月
一
八

日
、
ソ
連
軍
は
千
島
列
島
最
北
端
の

占
守
島
に
上
陸
し
て
き
た
。
北
部
軍

司
令
官
の
樋
口
は
、
一
五
日
に
出
さ

れ
た
大
本
営
の
停
戦
命
令
を
無
視

し
て
こ
の
千
島
侵
攻
部
隊
に
痛
撃

を
与
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
北
海
道
は

ソ
連
領
と
な
る
こ
と
を
免
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
樋

口
を
戦
犯
に
指
名
し
た
が
、
世
界
ユ

ダ
ヤ
協
会
は
い
ち
早
く
こ
の
動
き

を
察
知
し
、
世
界
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
樋
口
救
出
運
動

を
展
開
し
た
結
果
、
米
国
は
ソ
連
か

ら
の
樋
口
引
き
渡
し
要
求
を
拒
否

し
た
。

杉
原
が
「
日
本
の
シ
ン
ド
ラ
ー
」

と
評
価
さ
れ
る
に
対
し
て
樋
口
の

名
前
が
あ
ま
り
に
も
知
ら
れ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
彼
が
軍

人
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
軍
事
に

対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
は
根
強
い
が
、

東
日
本
大
震
災
を
機
会
に
自
衛
隊

に
対
す
る
評
価
も
大
き
く
変
わ
っ

た
。
樋
口
季
一
郎
は
福
山
と
の
縁
も

深
く
、
名
誉
市
民
に
し
て
も
お
か
し

く
な
い
と
個
人
的
に
は
感
じ
て
い

る
。
軍
人
だ
っ
た
と
い
う
理
由
で
無

視
さ
れ
る
国
は
日
本
く
ら
い
で
は

な
か
ろ
う
か
。
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大田ゆうすけ
（福山市議会議員）

毎月 1日号に掲載
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